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訳
者
あ
と
が
き

本
書
は
、Jean-Luc N

ancy, U
n trop hum

ain virus, Bayard, 2020

の
全
訳
で
あ
る
。
日
本

語
訳
で
は
、「CO

VID
-19

の
哲
学
」
と
い
う
副
題
を
加
え
て
い
る
。
原
書
は
二
〇
二
〇
年
一
〇
月

半
ば
に
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
収
録
さ
れ
て
い
る
論
考
は
同
年
の
三
月
か
ら
六
月
に
か
け
て
発
表
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
（「
ま
え
が
き
」
の
み
、
著
者
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
八
月
に
書
か
れ
て
い
る
）。
二
〇
一

九
年
末
に
発
生
し
、
瞬
く
間
に
世
界
中
に
広
が
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
し
て
は
、

事
態
の
性
質
か
ら
し
て
論
考
が
い
つ
発
表
さ
れ
た
の
か
と
い
う
日
付
が
重
要
な
意
味
を
も
つ
だ
ろ
う
。

そ
の
た
め
こ
こ
で
は
ま
ず
、
各
論
考
の
発
表
日
時
や
媒
体
な
ど
の
初
出
情
報
を
示
し
て
お
く
（
Ｕ
Ｒ

Ｌ
の
最
終
確
認
日
は
、
す
べ
て
二
〇
二
一
年
四
月
一
〇
日
）。
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「
あ
ま
り
に
人
間
的
な
ウ
イ
ル
ス
」

二
〇
二
〇
年
三
月
一
七
日
にYouTube

チ
ャ
ン
ネ
ル
「
感
染
の
時
代
に
哲
学
す
る
」
に
お
い
て
発
表

さ
れ
た
映
像
。

U
RL

:https://w
w

w.youtube.com
/w

atch?v=M
su0hAJXdhw

「「
コ
ミ
ュ
ノ
ウ
イ
ル
ス
」」

二
〇
二
〇
年
三
月
二
五
日
に
『
リ
ベ
ラ
シ
オ
ン
』
紙
に
発
表
さ
れ
た
論
考
。

「
子
ど
も
で
い
よ
う
」

二
〇
二
〇
年
四
月
四
日
に
イ
タ
リ
ア
で
配
信
さ
れ
た
ラ
イ
ブ
ス
ト
リ
ー
ミ
ン
グ
に
お
け
る
講
演
。

U
RL

:https://w
w

w.youtube.com
/w

atch?v=JsQ
2H

B7ABoA

「
悪
と
力
」

二
〇
二
〇
年
四
月
七
日
にYouTube

チ
ャ
ン
ネ
ル
「
感
染
の
時
代
に
哲
学
す
る
」
に
お
い
て
発
表
さ

れ
た
映
像
。

U
RL

:https://w
w

w.youtube.com
/w

atch?v=kT7S2ciW
z9o

既
訳
と
し
て
「
病
と
力
」（
市
川
崇
訳
、『
三
田
文
学
』、
第
九
九
巻
第
一
四
二
号
、
三
田
文
学
会
、
二
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〇
二
〇
年
）
が
あ
り
、
訳
出
に
際
し
て
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

「
自
由
」

二
〇
二
〇
年
四
月
二
六
日
にYouTube

チ
ャ
ン
ネ
ル
「
感
染
の
時
代
に
哲
学
す
る
」
に
お
い
て
発
表

さ
れ
た
映
像
。
初
出
時
の
タ
イ
ト
ル
は
、「
自
由
に
関
す
る
問
題
」
だ
っ
た
。

U
RL

:https://w
w

w.youtube.com
/w

atch?v=yPZgTJQ
O

5FY

「
新
ウ
イ
ル
ス
主
義
」

二
〇
二
〇
年
五
月
一
一
日
に
『
リ
ベ
ラ
シ
オ
ン
』
紙
に
発
表
さ
れ
た
論
考
。
初
出
時
の
タ
イ
ト
ル
は
、

「
新ネ

オ
・
リ
ベ
ラ
リ
ス
ム

自
由
主
義
か
ら
新ネ

オ
・
ヴ
イ
ラ
リ
ス
ム

ウ
イ
ル
ス
主
義
へ
」
だ
っ
た
。

「
自
由
を
解
放
す
る
た
め
に
」

二
〇
二
〇
年
五
月
二
一
日
に
、
イ
タ
リ
ア
の
パ
ド
ヴ
ァ
大
学
主
催
の
も
と
行
わ
れ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
講

演
。

U
RL

:https://w
w

w.youtube.com
/w

atch?v=Q
m

W
jJD

5Pyt8

「
有
用
性
と
非
有
用
性
」

二
〇
二
〇
年
五
月
三
一
日
に
、
メ
キ
シ
コ
の
「
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
・
ア
レ
フ
」
で
行
わ
れ
た
オ
ン
ラ
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イ
ン
講
演
。

U
RL

:https://w
w

w.youtube.com
/w

atch?v=nFFZI4Z6FQ
8

「
あ
い
か
わ
ら
ず
あ
ま
り
に
人
間
的
な
」

二
〇
二
〇
年
六
月
八
日
にYouTube

チ
ャ
ン
ネ
ル
「
感
染
の
時
代
に
哲
学
す
る
」
に
お
い
て
発
表
さ

れ
た
映
像
。

U
RL

:https://w
w

w.youtube.com
/w

atch?v=cthb0n7CtQ
Y

「
ニ
コ
ラ
・
デ
ュ
タ
ン
と
の
対
話
」

二
〇
二
〇
年
三
月
二
八
日
に
、
ニ
ュ
ー
ス
マ
ガ
ジ
ン
『
マ
リ
ア
ン
ヌ
』
のW

eb

サ
イ
ト
に
掲
載
さ
れ

た
対
話
。
本
書
に
収
録
さ
れ
る
に
あ
た
っ
て
増
補
が
な
さ
れ
て
い
る
。

U
RL

:https://w
w

w.m
arianne.net/culture/jean-luc-nancy-la-pandem

ie-reproduit-les-ecarts-
et-les-clivages-sociaux

「
未
来
か
ら
来
る
べ
き
も
の
へ

─
ウ
イ
ル
ス
の
革
命
」

二
〇
二
〇
年
五
月
一
八
日
に
『
ル
・
モ
ン
ド
』
紙
に
発
表
さ
れ
た
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
ジ
ャ
ン
゠

フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ブ
ト
ー
ル
と
の
共
著
論
考
。
初
出
時
の
タ
イ
ト
ル
は
、「
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

─
民
主
主
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義
だ
け
が
、
私
た
ち
の
歴
史
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
と
集
団
的
に
折
り
合
い
を
つ
け

る
こ
と
を
可
能
に
す
る
」
だ
っ
た
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
議
論
は
、
い
ず
れ
も
そ
の
時
々
の
状
況
を
強
く
反
映
し
た
も
の
と
な
ら
ざ
る

を
え
ず
、
そ
れ
ゆ
え
時
が
経
つ
に
つ
れ
執
筆
時
の
背
景
が
見
え
に
く
く
な
っ
て
い
き
か
ね
な
い
。
そ

の
た
め
、
現
時
点
で
は
自
明
と
思
え
る
こ
と
で
あ
っ
て
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
め
ぐ

る
時
事
的
事
柄
に
関
し
て
は
適
宜
訳
註
で
補
足
し
た
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
く
。

そ
う
し
た
細
か
な
情
報
以
外
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
と
し
て
最
低
限
補
足
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
は
、
ジ
ョ
ル
ジ
ョ
・
ア
ガ
ン
ベ
ン
と
の
関
係
だ
ろ
う
。
本
書
で
は
「
あ
ま
り
に
人
間
的
な
ウ
イ

ル
ス
」
が
冒
頭
に
配
さ
れ
て
い
る
が
、
実
の
と
こ
ろ
ナ
ン
シ
ー
に
よ
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
関
す
る
論
考
は
こ
れ
が
最
初
の
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
以
前
の
二
〇
二
〇
年
二
月
二
七
日
に
、

ナ
ン
シ
ー
は
ウ
ェ
ブ
雑
誌
「
ア
ン
テ
ィ
ノ
ミ
ー
エ
」
に
「
ウ
イ
ル
ス
性
の
例
外
化
」
と
い
う
短
い
テ

ク
ス
ト
を
発
表
し
て
い
る
（
拙
訳
、『
現
代
思
想
』
第
四
八
巻
第
七
号
、
特
集
：
感
染
／
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
、

青
土
社
、
二
〇
二
〇
年
）。
こ
の
テ
ク
ス
ト
は
、
ア
ガ
ン
ベ
ン
が
そ
の
前
日
に
公
表
し
た
「
エ
ピ
デ
ミ

ッ
ク
の
発
明
」（『
私
た
ち
は
ど
こ
に
い
る
の
か
？

─
政
治
と
し
て
の
エ
ピ
デ
ミ
ッ
ク
』
高
桑
和
巳
訳
、
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青
土
社
、
二
〇
二
一
年
所
収
）
に
対
す
る
応
答
と
い
う
色
合
い
が
強
く
、
そ
れ
ゆ
え
に
本
書
に
は
収

録
さ
れ
て
い
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、「
あ
ま
り
に
人
間
的
な
ウ
イ
ル
ス
」
を
は
じ
め
と
す
る
本

書
の
各
所
に
は
、
ア
ガ
ン
ベ
ン
を
意
識
し
た
議
論
が
散
見
さ
れ
る
う
え
、「
ニ
コ
ラ
・
デ
ュ
タ
ン
と

の
対
話
」
の
末
尾
で
は
ア
ガ
ン
ベ
ン
に
対
す
る
直
接
的
な
言
及
も
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
も
、

本
書
は
ア
ガ
ン
ベ
ン
の
『
私
た
ち
は
ど
こ
に
い
る
の
か
？
』
と
あ
わ
せ
て
読
ま
れ
る
べ
き
も
の
だ
と

言
え
る
だ
ろ
う
。

ま
た
ア
ガ
ン
ベ
ン
と
ナ
ン
シ
ー
の
議
論
は
、
ロ
ベ
ル
ト
・
エ
ス
ポ
ジ
ト
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の

哲
学
者
や
思
想
家
の
注
目
を
集
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
応
答
を
引
き
起
こ
し
た
。
前
掲
『
現
代
思
想
』
の

「
感
染
／
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
」
特
集
号
に
は
、
エ
ス
ポ
ジ
ト
「
極
端
に
配
慮
さ
れ
る
者
た
ち
」
と
セ
ル

ジ
ョ
・
ベ
ン
ヴ
ェ
ヌ
ー
ト
「
隔
離
へ
よ
う
こ
そ
」
の
翻
訳
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
わ
せ
て
参
照

さ
れ
た
い
（
い
ず
れ
も
高
桑
和
巳
訳
）。

さ
ら
に
ア
ガ
ン
ベ
ン
と
の
関
係
で
も
う
一
点
だ
け
補
足
を
し
て
お
き
た
い
。
初
出
情
報
を
見
れ
ば

明
ら
か
な
よ
う
に
、
本
書
に
収
め
ら
れ
た
ナ
ン
シ
ー
の
論
考
の
多
く
は
ウ
ェ
ブ
上
で
発
表
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、YouTube

で
公
開
さ
れ
る
動
画
に
積
極
的
に
登
場
す
る
ナ
ン
シ
ー
の
姿

は
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
公
的
な
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
際
に
収
録
さ
れ
た
映
像
と
は
異
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な
る
印
象
を
与
え
る
も
の
だ
っ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は
、
授
業
で
あ
れ
会
議
で
あ
れ
学
会
で
あ

れ
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
空
間
か
ら
ビ
デ
オ
チ
ャ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
利
用
し
て
参
加
す
る
こ
と
が
常

態
化
し
た
が
、
そ
う
し
た
「
相
互
接
続
」
の
あ
り
方
に
直
接
的
に
は
言
及
せ
ず
動
画
に
登
場
す
る
ナ

ン
シ
ー
の
態
度
を
ど
う
見
る
か
は
考
え
る
べ
き
と
こ
ろ
だ
ろ
う
。
少
な
く
と
も
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け

る
動
画
配
信
と
い
う
「
相
互
接
続
」
へ
の
向
き
合
い
方
に
関
し
て
、
ナ
ン
シ
ー
と
ア
ガ
ン
ベ
ン
の
あ

い
だ
に
際
立
っ
た
違
い
が
あ
っ
た
こ
と
は
記
憶
に
と
ど
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
間
、

ア
ガ
ン
ベ
ン
は
け
っ
し
て
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
空
間
か
ら
動
画
を
配
信
し
な
か
っ
た
が
、
そ
う
し
た
態
度

は
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
「
あ
ら
ゆ
る
公
共
空
間
の
純
然
た
る
廃
止
」
が
進
ん
で
い
る
と
い
う
意
識
に

裏
打
ち
さ
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
（「
説
明
」、
前
掲
『
私
た
ち
は
ど
こ
に
い
る
の
か
？
』、
三
九
頁
）。

デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ス
と
と
も
に
、
い
つ
の
ま
に
か
家
の
中
に
複
数
の
カ
メ
ラ
が
侵
入
し
、
そ
れ
が

「
活
用
」
さ
れ
て
い
る
現
在
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
公
／
私
の
区
分
と
い
う
問
い
は
、
ナ
ン
シ
ー
が

提
起
す
る
「
相
互
接
続
」
の
問
題
を
考
え
る
う
え
で
避
け
て
通
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

ナ
ン
シ
ー
の
議
論
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
訳
者
あ
と
が
き
で
こ
れ
以
上
余
計
な
こ
と
を
付
け
加
え

な
い
ほ
う
が
よ
い
だ
ろ
う
。
読
者
が
本
書
を
開
く
時
と
場
所
に
応
じ
て
、
そ
こ
か
ら
新
た
な
思
考
が

紡
が
れ
て
い
く
と
し
た
ら
、
訳
者
と
し
て
は
そ
れ
に
勝
る
喜
び
は
な
い
。
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